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ルール違反ごみを
なくしましょう！

　４月から、家庭から出る資源とごみの分け方・出し方が変わりました。
　日ごろから、資源とごみの分別にご協力いただきありがとうございます。
　しかし、市内の集積所を見てみると、まだまだ「ご協力ください」と書かれた赤いシールが貼られた資源や
ごみが集積所に残されていることがあります。
　市ではこれまでもごみの分別について、説明会の開催や広報などを行ってきましたが、今月号では、船越小
学校の取り組みについてご紹介します。

分別してみよう！
　社会科の授業では、ごみの集積所や清掃セン
ターの見学をしたほか、教室で実際に資源とご
みの分別を行い、正しい分別方法について勉強
しました。

運動会「そのごみ、ちょっとまった！」
　地域の人にもごみの分別について知ってもらおうと、
ごみの分別についての競技をしました。２人１組で、缶、
段ボールなどと書かれたカードを、正しい分別のコー
ナーへ持っていく競技です。
　子どもたちが「段ボールはちゃんと結んで出しましょ
う」と出し方についてもアナウンスしました。

　市では、資源とごみの分別につい
て理解を深めてもらうため、市内の
小中学校で、資源とごみの分別教室
を開催しています。
　教室では、資源やごみの写真を印
刷したカードを使用し、実際に分別
しながら学んでもらっています。

ごみの分別教室を
  開催しています！

▶

神明小学校

▶

▶
甲
賀
小
学
校
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学校の外でも活動！！

　船越小学校４年生の児童が、ごみの分別のルールを守るように呼びかけるポスターと新聞を作り、地域のご
み集積所に貼ったり、地域の人に配布したりして、協力を呼びかけました。
　この活動は、4年生の社会科の授業の一環で、昨年度の 4年生もごみの分別のルールについてのポスターを
作製していましたが、今年度は 4月の資源とごみの分け方の変更を受けて、新聞作りも行うことになりました。
　児童たちは、4～ 5月に地域のごみ集積所や大王清掃センターの見学をし、ルール違反ごみの多さに驚き、
自分たちでもできることをと、ポスターや新聞作りに熱心に取り組みました。

作ったポスターを
、

地域の集積所に
貼りました。

作った新聞を地
域の人たちに手

渡し、

ごみの分別のル
ールを守るように

お願いしました。

地域の商店にも
協力をお願いし

、

掲示してもらいま
した。

ごみの分別に関する説明会
　毎週水曜日に、市役所でごみの分別に関する説明会を
行っています。
　また、自治会や老人クラブ、女性の会などの各種団体
への出張説明会も受け付けています。
　くわしくは、お問い合わせください。

問い合わせ　美化衛生課
 44・0229　FAX 44・5261

E-mail bika@city.shima.lg.jp
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学校給食センター

新しい学校給食センターが完成しました！

９月３日から学校給食を提供
これまで、浜島・大王・志摩・阿児・磯部の５つの学校給食センターで
市内の幼稚園、小学校、中学校と一部の保育所、児童館の給食を調理して
いましたが、施設の老朽化が進み、国の定める「学校給食衛生管理基準」
を満たすことが難しい状況となってきたため、新しい学校給食センターの
建設を進めてきました。
このたび本体施設が完成し、９月３日（火）から給食の提供を開始する
こととなりました。
新学校給食センターでは、市内のすべての小学校と中学校の給食を作り
ます。保育所と幼稚園、児童館の給食は、大王、磯部の給食センターと自所調理により対応します。
これにより、今まで保育所から中学校までの給食を同じ施設で調理していましたが、年齢に応じた給食を
提供できるようになります。

施設の特徴
■衛生管理の徹底
完全ドライシステムを採用し、作業区域を汚染作業区域と非汚染作業区域として明確に分離することで、
衛生管理の徹底を図り、安全・安心な給食を提供します。
最新の設備機器を導入し、作業効率の向上を実現させ、「学校給食衛生管理基準」「大量調理施設衛生管理
マニュアル」に基づいた衛生的に優れた施設です。

施設の概要
◆名　　称　志摩市学校給食センター
◆所 在 地　阿児町神明1537番地1
◆建物構造　鉄筋コンクリート造一部２階建
◆延床面積　3289.38㎡
　　　　　　（１階：2487.492㎡　２階：801.891㎡）
◆調理能力　１日最大4,500食
◆対 象 校　市内小学校　19校　市内中学校　10校

問い合わせ　食育課　 ４３・４７３５　FAX４３・５５４１　E-mail ky-syokuiku@city.shima.lg.jp

■食物アレルギーへの対応
食物アレルギー対応の給食調理のための特別調理室を設けました。
食物アレルギー対応の給食は、他の給食と区別できるように専用の食器に入れ、細心の注意を払って配送
します。

■見学通路と研修室を設置
２階通路からは、給食を調理している様子をガラス越しに見学することができます。
また、学校給食に関する学習や会議を行うことができる研修室も設けました。
今後、市学校給食センターを学校における食育の重要拠点として位置付け、児童生徒の授業などに活用し
ていきます。

■オール電化施設
炎を使わないことにより、調理に伴い発生する熱や水蒸気の量を減らすことができます。これにより、室
内の湿度を下げ、衛生的に優れているとともに、調理員への負担も軽減できます。また、空調設備にかかる
コストを抑えることにもつながります。炎を使う場合よりも調理器具、設備を長持ちさせることができます。

食器もあおサ～をデザインしたものにリニューアル
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シリーズ防災「とある家庭の防災講座」

気
象
庁
で
は
、
８
月
30
日（
金
）

（
予
定
）
か
ら
、
重
大
な
災
害
が
起

こ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
「
特
別
警
報
」

の
発
表
を
開
始
し
ま
す
。

そ
こ
で
今
月
号
は
、
こ
の
「
特
別

警
報
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

「
特
別
警
報
」
と
は
何
で
す
か
？

「
特
別
警
報
」
は
、
予
想
さ
れ
る
現
象
が
特
に
異
常
で
あ

る
た
め
、
重
大
な
災
害
の
起
こ
る
恐
れ
が
著
し
く
大
き
い
旨

を
警
告
す
る
防
災
情
報
で
す
。

警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る

現
象
に
対
し
て
発
表
さ
れ
ま
す

「
特
別
警
報
」
は
、「
東
日
本
大
震
災
」
に
お
け
る
津
波
や

「
平
成
23
年
台
風
12
号
」
に
よ
る
豪
雨
、「
伊
勢
湾
台
風
」
に

よ
る
高
潮
の
よ
う
な
、
警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え

る
異
常
な
現
象
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
が
起
こ
る
恐
れ

が
著
し
く
大
き
い
場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

こ
の
際
、
津
波
、
噴
火
、
地
震
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

大
津
波
警
報
、
噴
火
警
報
（
レ
ベ
ル
４
以
上
）、
緊
急
地
震

速
報
（
震
度
６
弱
以
上
）
な
ど
、す
で
に
あ
る
警
報
の
う
ち
、

危
険
度
が
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の
も
の
を
特
別
警
報
と
し

て
、
従
来
の
名
称
の
ま
ま
発
表
さ
れ
ま
す
。

「
特
別
警
報
」と
警
報
・
注
意
報
の
関
係
は
？

「
特
別
警
報
」
は
、
警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え

る
現
象
に
対
し
て
発
表
さ
れ
る
も
の
で
、警
報
や
注
意
報
は
、

「
特
別
警
報
」
の
発
表
開
始
以
降
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
発
表

さ
れ
ま
す
。

特
別
警
報
が
始
ま
り
ま
す
！

シ
リ
ー
ズ
防
災 

そ
の
㉘

問
い
合
わ
せ　

44
・
０
２
０
３　
FAX

44
・
５
２
５
２　

地
域
防
災
室　
E-mail

chiikibosaishitsu@
city.shim

a.lg.jp

「
特
別
警
報
」が
発
表
さ
れ
た
ら
、身
を
守
る

た
め
に
最
善
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う

◆
「
特
別
警
報
」
が
発
表
さ
れ
る
と
き
は
、
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
よ
う
な
激
し
い
豪
雨
や
暴
風
な
ど
異
常
な
気
象
現
象

が
起
き
そ
う
な
状
況
で
す
。
ま
た
、
こ
こ
数
十
年
災
害
の
経

験
の
な
い
地
域
で
も
、
災
害
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

の
で
、た
だ
ち
に
命
を
守
る
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
周
囲
の
状
況
や
市
か
ら
発
表
さ
れ
る
避
難
勧
告
な
ど
の
情

報
に
留
意
し
、
た
だ
ち
に
避
難
所
へ
避
難
す
る
か
、
す
で
に

外
出
す
る
こ
と
が
危
険
な
状
態
の
と
き
は
、
無
理
を
せ
ず
よ

り
安
全
な
場
所
に
留
ま
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
特
別
警
報
」が
発
表
さ
れ
な
い
か
ら
と

い
っ
て
安
心
す
る
こ
と
は
禁
物
で
す

◆
重
大
な
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
従
来
ど
お
り
警
報
が

発
表
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
最
新
の
情
報
に
注
意

す
る
な
ど
警
戒
が
必
要
で
す
。

◆
大
雨
な
ど
に
お
い
て
は
、
時
間
を
追
っ
て
段
階
的
に
発
表

さ
れ
る
気
象
情
報
、
注
意
報
、
警
報
を
活
用
し
て
、
早
め
早

め
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
特
別
警
報
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
や
市
の
防
災

行
政
無
線
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
ま
す
。
情
報
収
集
に
努
め
、

「
特
別
警
報
」
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
た
だ
ち
に
命
を
守
る
行

動
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「特別警報」のイメージ図（気象庁ＨＰ「気象等の知識」より引用）
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国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す

～フォーラムの概要～

◇開催日：９月２９日(日)
　　　　　　～１０月３日(木)
◇会　場：合歓の郷ホテル＆リゾート
◇テーマ：沿岸域の総合的管理を通した

生物多様性愛知ターゲットの
達成や新しい里海の創生と、
沿岸域の活性化

◇日　程
9月29日（１日目）　移動（入国）
30日（２日目）　開会式および総会

10月１日（３日目）　技術ワークショップ※
２日（４日目）　現地視察
３日（５日目）　移動（帰国）

※技術ワークショップでは、日本および海外
の事例報告とパネルディスカッションを行
います。
また、期間中は市内の活動情報を展示します。

９月３０日、１０月１日は、会議を傍聴
していただけます。日本語に同時通訳し
ていますので、ぜひ、お越しください。

ＰＮＬＧとは、陸域と海域の持続可
能な開発と自然環境保全を目的とした
沿岸域の総合的管理を実践している
東・東南アジア９か国の３５自治体が
参加している組織で、志摩市は、日本
から唯一の参加自治体です。
今回のフォーラムでは、各自治体の
取り組みについて、情報と経験を話し
合い、志摩市は「新しい里海創生によ
るまちづくり」について報告します。
また、国内から、志摩市と志を同じ
くして取り組みを進めている４つの地
域（岡山県備前市、岩手県宮古市、高
知県宿毛市・大月町、福井県小浜市）
も特別参加の予定です。

PNLGフォーラム2013PNLGフォーラム2013

国　名	 参加自治体数
カンボジア	 １
中　国	 １０
インドネシア	 １１
マレーシア	 ２
フィリピン	 ４
韓　国	 ２
タ　イ	 １
ベトナム	 ３
日　本	 １
　計	 ３５

シリーズ里海
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シリーズ里海

◆ 通訳スタッフを募集します！
■通訳スタッフについて
応募資格：日本語と英語で日常会話ができる人。特に資格は必要ありません。
業務内容：大会期間中における通訳業務 (日本語―英語 )、中部国際空港までの送迎バスへの添乗、会期中

の参加受付および会場案内、歓迎会などでの通訳、現地視察時の通訳など
日　　当：５，５００円
食　　事：必要な昼食または夕食は市で準備します。
※会場 (または集合場所 )までの移動については各自の負担となります。

■募集期限　　８月１６日（金）まで	 ■募集人数　延べ 33人

申し込み・問い合わせ　里海推進室　 ４４・０２０６　FAX４４・５２６２　E-mail satoumi@city.shima.lg.jp

◆ウェルカムメッセージ出演者の募集について
ＰＮＬＧフォーラム２０１３の参加者の皆さんに、歓迎の気持ちを伝えるため、「ようこそ志摩へ」の一言
をまとめた映像を作製します。出演していただく人には、参加国のさまざまな言葉で「ようこそ志摩へ」とあ
いさつしていただきます。職場の仲間や友達と一緒に、ぜひ出演してください。

■出演者　市民をはじめとした、志摩に関わる人および団体などを募集します。

■旅費について　集合場所までの移動については各自の負担となります。

■募集期限　８月１６日（金）まで

■撮影日　お申し込みいただいた後、連絡させていただきます。

◆ あなたの 1 枚が写真集になる！
　志摩のいいね♪ の写真およびエピソードの募集について

「新しい里海のまち・志摩」をテーマに、人や自然・産業・生活・文化に関わる写真とその写真にまつわる
物語をセットで募集し、「新しい里海のまち・志摩」ホームページ内での写真集のコーナーまたは市の事業な
どで使用する写真を募集します！

■募集作品　美しい写真はもちろん、心温まる写真やかわいい写真、里海を連想させるあらゆる視点からの
写真など、皆さんの思い描く、連想する「新しい里海のまち・志摩」の写真を自由にご応募ください。また、
写真にまつわる物語を添えていただきますようお願いします。
※応募作品すべてが写真集に掲載されるとは限りませんので、ご了承ください。

■応募資格　どなたでも何点でもご応募いただけます（プロ・アマ・年齢不問）。

■応募方法　写真データを物語とともにメールに添付して提出してください。
携帯電話やスマートフォン、またはデジタルカメラで撮った写真でお気軽にご応募ください。

■募集期限　1月 31日 ( 金 ) まで

■その他　作品の返却はいたしません。ご了承ください。
くわしくは、市ホームページおよび募集チラシをご確認ください。
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児童扶養手当

◎
児
童
扶
養
手
当
と
は

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
、
18
歳
ま
で

の
児
童
（
18
歳
に
到
達
し
て
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
）
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

児
童
が

◦
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

◦
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ

る
公
的
年
金
や
、
労
働
基
準
法
な
ど
の
規
定

に
よ
る
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
き

◦
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
ま

た
は
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
と
き

◦
父
ま
た
は
母
の
配
偶
者
（
内
縁
関
係
を
含

む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
と
き

父
・
母
ま
た
は
養
育
者
が

◦
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

◦
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

手
当
の
月
額
は

◦
児
童
１
人
の
場
合

９
，
７
８
０
円
～
４
１
，
４
３
０
円

平
成
25
年
10
月
か
ら

９
，
７
１
０
円
～
４
１
，
１
４
０
円

◦
児
童
２
人
の
場
合

５
，
０
０
０
円
加
算

◦
以
下
児
童
が
１
人
増
す
ご
と
に

３
，
０
０
０
円
加
算

請
求
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
（
母

ま
た
は
父
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
養
育
費
も

含
む
）
が
基
準
額
以
上
あ
る
場
合
、
手
当
の

全
額
ま
た
は
一
部
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

身
体
や
精
神
に
一
定
以
上
の
障
が
い
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
の
父
母
、
ま
た
は
養
育

者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

児
童
が

◦
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

◦
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を

ひ
と
り
親
家
庭
や
障
が
い
児
を
育
て
て
い
る

家
庭
に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

◦
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

父
・
母
ま
た
は
養
育
者
が

◦
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

手
当
の
月
額
は

◦
１
級
該
当
児
童
１
人
に
つ
き

５
０
，
４
０
０
円

平
成
25
年
10
月
か
ら

５
０
，
０
５
０
円

◦
２
級
該
当
児
童
１
人
に
つ
き

３
３
，
５
７
０
円

平
成
25
年
10
月
か
ら

３
３
，
３
３
０
円

請
求
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
が

基
準
額
以
上
あ
る
場
合
、
手
当
が
全
額
停
止

さ
れ
ま
す
。

◎
認
定
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
児
童
扶
養
手

当
は
認
定
請
求
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

離
婚
届
な
ど
を
提
出
し
た
か
ら
と
い
っ
て
自

動
的
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
す
で
に
認
定
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
現
況
届
を
８
月
中
に
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
所
得
状
況
届
を

９
月
10
日
（
火
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。対

象
者
に
は
、
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
必
ず
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
先

　

子
育
て
支
援
課
・
各
支
所

◎
児
童
扶
養
手
当

　

一
部
支
給
停
止
措
置
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
、
５
年
ま
た

は
支
給
要
件
に
該
当
し
て
７
年
を
経
過
し
た

と
き
（
３
歳
未
満
の
児
童
を
育
て
て
い
る
場

合
は
、
３
歳
に
な
っ
て
か
ら
５
年
を
経
過
し

た
と
き
）
は
、
手
当
の
２
分
の
１
が
支
給
停

止
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
受
給
者
が
就
業
し
て
い
る
場
合

や
疾
病
な
ど
に
よ
り
就
業
が
困
難
な
場
合
な

ど
は
、
必
要
書
類
を
提
出
す
れ
ば
支
給
停
止

さ
れ
ま
せ
ん
。

該
当
者
に
は
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課　

44
・
０
２
８
２

FAX

44
・
５
２
６
０

E-mail

kosodate@
city.shim

a.lg.jp
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職員募集

平成26年度
採用予定

２. 試験の日時・場所

３. 申し込み方法
◦募集要項、申込書は、総務課（〒517-0592　志摩市阿児町鵜方3098-22　市役所 ５階）、各支所でお渡しし
ます（看護師の場合は市民病院でもお渡しします）。郵送希望者は、返信用封筒（角２サイズ）に住所・名前
を記入し、１４０円分の切手（看護師は１２０円分）を貼付して８月７日（水）までに総務課へ請求してくだ
さい。１人１部に限ります。
◦受験申込書に必要書類を添付して、郵送または直接総務課へお申し込みください。
◦受験料として1人あたり1,000円を納入していただきます（事務職・土木技術職のみ）。

４. 申込受付期限
８月１６日（金）まで（平日８時３０分～１７時１５分）

≪事務職・土木技術職≫
試験の種類 と　き ところ

１次試験　・教養試験
　　　　　・作文試験
　　　　　・適性検査（事務職のみ）
　　　　　・専門試験（土木技術職のみ）

９月２２日（日） 市役所

２次試験は集団討論・集団面接　３次試験は個別面接です。日時などは１次および２次試験合格者に後日通知します。
（２次試験　１０月下旬予定　　３次試験　１１月下旬予定）
※身体障がい者枠は、２次試験として個別面接を行います（１１月下旬予定）。３次試験はありません。

※一次試験の試験会場は変更になる場合があります。その際は受験票にてお知らせします。

≪看護師≫
　試験の種類 と　き ところ

作文試験・個別面接試験 ９月２１日（土） 市役所

職　種 募集人数 職種別受験資格

事務職 ５人程度 ①昭和５９年４月２日以降に生まれた人

事務職
（身体障がい者を
対象とした別枠）

若干人

①昭和５４年４月２日以降に生まれた人
②自力により通勤ができ、介護者なしに一般事務職として職務の遂行が可能な人
③身体障害者手帳の交付を受けている人
④活字印刷文（１０ポイント程度の文字）による試験に対応できる人（ルーペ使用可）
⑤口頭による面接に対応できる人

土木技術職
（注１）

若干人 ①昭和５４年４月２日以降に生まれた人
②土木技術の専門科目を履修している人（履修見込みの人を含む）

病院看護師
・准看護師 ４人程度

①昭和３８年４月２日以降に生まれた人
②看護師または准看護師資格を有し、シフト制による三交代勤務が可能な人（取得
見込みの人を含む）

（注１）採用時は技術職員として任用しますが、一定期間を経過後「志摩市職員の職名に関する規程」により職名を変更する
　　　　ことがあります。

市職員を募集します
総務課　 ４４・０２０１　FAX４４・５２５２　E-mail somu@city.shima.lg.jp

くわしくは、募集要項またはホームページ　http://www.city.shima.mie.jp/　をご覧ください。

１　受験資格および職種、採用人数
○受験資格（全職種共通）
　①採用時に市に住所を有する人　　②地方公務員法第１６条（欠格条項）に該当しない人
○職種別受験資格など
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協働事業提案制度・行政情報

市
の
封
筒
に
広
告
を

　
　
　

載
せ
ま
せ
ん
か
？

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証

の
更
新

市
の
印
刷
物
に
広
告
を
掲
載
す
る
広
告
主

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
印
刷
物

◦
共
通
封
筒
（
長
形
３
号
・
角
形
２
号
）

印
刷
枚
数　

長
形
３
号　

１
２
０
，
０
０
０
枚

　
　
　
　
　

角
形
２
号　
　

４
８
，
０
０
０
枚

子
ど
も
・
障
が
い
者
・
一
人
親
家
庭
等
・

65
歳
以
上
障
が
い
者
の
各
受
給
資
格
証
は
毎

年
９
月
１
日
に
更
新
と
な
り
ま
す
。

受
給
者
証
の
資
格
判
定
は
、
対
象
者
・
扶

養
義
務
者
な
ど
の
前
年
所
得
（
一
人
親
家
庭

等
医
療
費
受
給
者
は
養
育
費
の
80
％
を
含
む
）

で
行
い
、
８
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
資
格
証

（
緑
色
）
を
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
人
は
、

所
得
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
受
給
資
格

証
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人

②
市
民
税
の
申
告
が
な
い
人

③
一
人
親
家
庭
等
医
療
費
の
資
格
を
取
得
し

て
い
る
人
で
、
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

子
育
て
支
援
課
に
提
出
し
て
い
な
い
人

以
上
に
該
当
す
る
人
に
は
保
険
課
か
ら
別

途
通
知
し
ま
す
の
で
、
所
定
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
課　

44
・
０
２
１
３

FAX

44
・
５
２
６
０

広
告
の
方
法

Ａ「
提
供
」　

広
告
付
の
封
筒
を
作
成
し
提
供

す
る
（
す
べ
て
の
枠
を
使
用
可
）。

Ｂ「
掲
載
」　

一
枠
あ
た
り
の
広
告
料
を
支
払

い
、広
告
を
掲
載
す
る（
複
数
枠
の
希
望
可
）。

長
形
３
号　
　

６
０
，
０
０
０
円

角
形
２
号　

１
２
０
，
０
０
０
円

Ａ
Ｂ
の
両
方
に
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は

Ａ
を
優
先
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

申
込
書
に
広
告
の
概
要
を
添
え
て
総
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

8
月
30
日
（
金
）
17
時
必
着

決
定
方
法

市
広
告
掲
載
要
綱
・
市
広
告
掲
載
基
準
に

基
づ
き
審
査
し
、
決
定
し
ま
す
（
枠
数
以
上

の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
）。

問
い
合
わ
せ

総
務
部
総
務
課　

44
・
０
２
０
１

FAX

44
・
５
２
５
２

長形３号裏
角形２号裏

①

②

③

④

①

②

③

「
志
摩
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
に
規

定
す
る“

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り”

を
推

進
す
る
た
め
、「
協
働
事
業
提
案
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
掲
げ
た
理
念
の

実
現
に
は
、
地
域
の
実
情
や
課
題
に
身
近
な

市
民
活
動
団
体
な
ど（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
）
と
市
が
お
互
い
に
持
て

る
力
を
出
し
合
い
、
地
域
課
題
の
解
決
と
発

展
に
協
力
し
て
取
り
組
む
「
協
働
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
原
則
と
し
て
提
案
で
き
る

分
野
な
ど
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
と

協
働
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
提
案
制
度
で
す
。し
た
が
っ
て
、

営
利
や
一
部
の
団
体
な
ど
の
利
益
を
目
的
と

し
た
提
案
や
市
へ
の
一
方
的
な
要
望
な
ど

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

Ｑ
＆
Ａ

🅠
提
案
す
る
際
に
明
確
に
し
て
お
く
べ
き
点

は
？

🅐
次
の
よ
う
な
視
点
で
事
業
の
目
的
や
役
割

を
あ
る
程
度
は
っ
き
り
意
識
し
て
お
く
と
、

そ
の
後
の
事
業
検
討
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

（
こ
の
事
業
を
行
う
こ
と
で
何
を
め
ざ
す
の

か
？　

そ
の
た
め
に
自
分
た
ち
は
何
を
す
る

の
か
？　

そ
の
一
方
で
、
市
役
所
に
何
を
求

め
る
の
か
？
）

🅠
現
在
、
団
体
が
実
施
し
て
い
る
事
業
も

支
援
し
て
も
ら
え
る
の
か
？

🅐
本
制
度
は
、
新
た
な
協
働
事
業
を
、
市
民

か
ら
の
提
案
に
基
づ
い
て
実
現
さ
せ
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
既
存
の
活
動
の
支
援
を

目
的
と
し
た
事
業
で
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う

な
支
援
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
既

存
の
事
業
を
市
と
の
協
働
に
よ
り
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
さ
せ
る
な
ど
、
事
業
の
新
規
性
や
効

果
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

提
案
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

提
案
募
集
内
容

○
団
体
の
専
門
性
、
独
自
性
を
活
か
し
て
自

由
な
発
想
に
よ
る
事
業
を
提
案
す
る
も
の

で
、
１
団
体
１
事
業
の
提
案
と
し
ま
す
。

○
１
件
あ
た
り
の
市
の
負
担
金
額
の
上
限
は

50
万
円
と
し
ま
す
。

○
事
業
実
施
年
度
／
平
成
26
年
度

提
案
団
体
・
提
案
事
業
の
要
件

○
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
募
集
要
項
は
、
市
役
所
本
庁
舎
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
課
、
各
支
所
に
設
置
し

て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
提
出
後
の
選
考
や
事
業
実
施
ま
で
の
流
れ

に
つ
い
て
も
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
案
書
類
の
提
出
方
法

○
提
出
期
限
／
９
月
13
日
（
金
）
17
時
ま
で

（
メ
ー
ル
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

○
提
出
先
／
ま
ち
づ
く
り
課

○
制
度
の
説
明
や
事
前
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
随
時
対
応
し
ま
す
の
で
、
ま
ち
づ
く
り

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

44
・
０
２
０
８　

FAX

44
・
５
２
５
２

E-mail

m
achizukuri

＠city.shim
a.lg.jp

協
働
事
業
提
案
を
募
集
し
て
い
ま
す

志
摩
市
協
働
事
業
提
案
制
度

～
市
民
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
～

10



行政情報

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
有
権
者
の
選

挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
親
し
み

や
す
い
投
票
所
づ
く
り
の
た
め
、
平
成
25
年

10
月
20
日
執
行
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
期
日

前
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

○
仕
事
の
内
容

有
権
者
の
代
表
と
し
て
、
投
票
が
公
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
の
立
ち
会
い
を
し
て
い
た

だ
く
仕
事
で
す
。

○
応
募
資
格

選
挙
権
を
有
す
る
人
で
、
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
の
あ
る
人

立
会
日
時
な
ど

○
期
間

◦
本
庁
期
日
前
投
票
所
（
市
役
所
本
庁
）

◦
浜
島
、
大
王
、
志
摩
、
磯
部
の
各
期
日
前

投
票
所
（
各
支
所
）

　

10
月
14
日
（
月
）
～
19
日
（
土
）

○
時
間　

８
時
30
分
～
20
時

○
報
酬　

１
日
あ
た
り
９
，
５
０
０
円
（
所

得
税
を
源
泉
徴
収
後
、
本
人
名
義
の
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
）。
な
お
、
交
通
費
の
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
定
数　

１
日
１
投
票
所
あ
た
り
２
人

選
定
方
法

○
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
調
整
し
ま

す
。
選
定
さ
れ
た
人
に
は
文
書
で
通
知
し
ま

す
。

応
募
方
法

○
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

市
議
会
議
員
選
挙
の
期
日
前

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

三
重
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

市
内
に
お
け
る
環
境
放
射
能
測
定
結
果

（
平
成
24
年
３
月
～
平
成
25
年
５
月
分
）

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
も
可
）。

申
込
書
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
と
各
支

所
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
限

　

８
月
12
日
（
月
）
17
時
必
着

問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

44
・
０
２
０
１　

FAX

44
・
５
２
５
２

E-mail

som
u@

city.shim
a.lg.jp

明
る
く
正
し
い

　
　
　
　

選
挙
を
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
の
解
禁

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
解
禁
に
係
る

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、

平
成
25
年
５
月
26
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
の
う
ち
一
定

の
も
の
が
解
禁
さ
れ
ま
す
が
、
公
示
・
告
示

日
前
の
事
前
運
動
や
未
成
年
者
の
選
挙
運
動

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

三
重
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
は
、
毎
年
、
申
請
に
基
づ
い
て
作
成
さ

れ
ま
す
。
名
簿
に
登
載
さ
れ
な
い
と
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
は
、
必
ず
定
め
ら
れ
た
期

間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
海
区
に
沿
う
市
町
内
に
住
所
ま
た
は
事
業

場
を
有
す
る
人
で
、
１
年
に
90
日
以
上
漁
船

を
使
用
す
る
漁
業
を
営
む
人
、
ま
た
は
漁
業

者
の
た
め
に
漁
船
を
使
用
し
て
行
う
水
産
動

植
物
の
採
捕
、
も
し
く
は
養
殖
に
従
事
す
る

人②
知
事
の
権
限
に
よ
っ
て
右
記
該
当
者
の
範

囲
を
拡
張
さ
れ
た
人

③
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
ま
た
は
漁
業

協
同
組
合
、
も
し
く
は
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
の
役
員
で
、
そ
の
委
員
ま
た
は
そ
の
役
員

に
就
任
後
、
右
記
①
②
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
た
め
選
挙
権
を
失
っ
た
人
（
こ
の
場
合
に

該
当
す
る
人
は
、
委
員
ま
た
は
役
員
で
、
そ

の
任
期
中
お
よ
び
退
任
後
最
初
に
行
わ
れ
る

選
挙
に
限
る
）

申
請
の
基
準
日　

９
月
１
日
（
日
）
現
在

申
請
期
間　

９
月
１
日
（
日
）
～
５
日
（
木
）

※
昨
年
の
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、

８
月
16
日
以
降
に
申
請
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
申
請
用
紙
は
各
漁
業
協
同
組
合
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）、
市
役
所

各
支
所
に
も
備
え
付
け
ま
す
。

申
請
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

44
・
０
２
０
１　

FAX

44
・
５
２
５
２

市
内
一
般
環
境
中
の
空
間
放
射
線
量
率

（
ガ
ン
マ
線
）
の
定
点
測
定
結
果
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
測
定
結
果
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課　

44
・
０
２
２
８

FAX

44
・
５
２
６
１

E-mail

kankyo@
city.shim

a.lg.jp

測定場所 測定日時 測定値
（単位：マイクロシーベルト毎時）

市役所
敷地内

平成24年３月～平成25年
５月の毎週水曜日（開庁日）
９時

最高値 最低値

0.086 0.056

◆測定結果に異常は認められませんでした（測定値は自然放射
線を含んだ数値です）。

◦可搬型サーベイメータ（日立アロカメディカル社製TCS-172B）
を用いて測定しています。
◦地上１ｍの高さで５回（約30秒間隔）測定し、その平均を測
定値としています。
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市民病院だより

志
摩
市
民
病
院　

72
・
５
５
５
５　
FAX

72
・
３
９
４
９

志
摩
市
民
病
院
だ
よ
り

外来診療のご案内
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内科 1 診
（予約） ○ ○ × × 月１回

○

内科 2 診
（初診・予約外） × ○ ○ × ×

整形外科 ○ ○ ○ ○ ○

外科 1 診 ○ ○ ○ ○ ○

外科 2 診 ○ × × × ○

診療受付時間　８時～ 11時30分
診療時間　　　９時～12時（医師の都合に
より変更になる場合があります。）
休診日　土曜・日曜・祝祭日および年末
年始（12月29日～１月３日）
※曜日によって休診する診療科があります。
また、医師の都合により休診となる場合も
ありますので必ずお問い合わせのうえ、
ご来院ください。

特定健診
【受診期限】　 １１月２９日（金）まで
【健診種類・対象者】
　特定健康診査　　　：４０～７４歳で各健康保険加入者
　後期高齢者健康診査：後期高齢者医療制度加入の人
　　　　　　　　　　　（７５歳以上、６５～７４歳で障がいのため加入の人）

胃がん・大腸がん検診
【受診期限】
　胃がん検診　　１１月３０日（土）まで
　大腸がん検診　１２月２５日（水）まで
【対象者】
　４０歳以上の人（昭和 49 年４月１日以前に生まれた人）

前立腺がん検診
【受診期限】　 １１月２９日（金）まで
【対象者】
　５０歳以上の男性の人（昭和 39 年 4月 1日以前に生まれた人）

【予約受付】
　電話または来院時受付（１４時～１６時）　 ７２・５５５５

外科・整形外科・内科
　現在、外科医師による総合診療も行
いながら、下記のとおり内科非常勤医師
による専門外来もおこなっています。

専門外来
○神経内科の診療を行っています。
頭痛やめまい、しびれなどでお困り
の方は受診してください。
診療日　毎週火曜日
予約方法　14時～16時　 72・5555

○循環器内科の診療を行っています。
　※完全予約制です。
　予約方法　14時～16時　 72・5555

○禁煙外来を行っています。
　診療日　毎週水曜日

年に１度は健康診断を。

診療科からのお知らせ

【看護師・医療事務】

　募集人員　若干人
病院見学も随時行っています。
くわしくはお問い合わせください。

お問い合わせ
志摩市民病院　管理係
７２・５５５５

臨時職員の募集
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ふ
く
し
総
合
支
援
室
で
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
福
祉
に
関
す
る
困
り
ご
と
で

「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い

…
」
と
い
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
相
談
を

受
け
て
、
必
要
に
応
じ
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ

な
ど
適
切
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

先
月
に
続
き
、
ふ
く
し
総
合
支
援
室
の
も

う
一
つ
の
大
き
な
役
割
で
あ
る
子
ど
も
・
母

子
・
女
性
な
ど
の
相
談
支
援
業
務
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談

家
庭
相
談
員
な
ど
が
、
保
護
者
や
関
係
機

関
か
ら
の
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
を
幅
広
く

お
伺
い
し
、
子
ど
も
・
家
庭
な
ど
を
支
援
し

ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
発
達(

知
能)

検

査
を
行
う
相
談
事
業
を
、
定
期
的
に
実
施
し

ま
す
。

発
達
障
が
い
児
に
関
す
る
相
談

保
健
・
福
祉
・
教
育
の
各
機
関
が
連
携
し

て
、
発
達
障
が
い
児
に
関
す
る
総
合
的
で
途

切
れ
の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。
お
も
な
事

業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
保
護
者
か
ら
の
不
安
や
心
配
ご
と
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

○
保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
な
ど
を
訪
問
し
、

お
子
さ
ん
の
様
子
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
支

援
方
法
を
先
生
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

○
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
を
し
ま
す
。

○
在
籍
機
関
が
変
わ
る
と
き
の
引
継
会
に
参

加
し
ま
す
。

子
ど
も
虐
待
対
応

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
、
関
係
機

関
と
協
働
し
て
子
ど
も
や
家
庭
を
支
援
し
ま

す
。
そ
の
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
「
志
摩
市

子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
あ
り
、

ふ
く
し
総
合
支
援
室
は
、
そ
の
調
整
機
関
な

ど
も
担
い
ま
す
。

「
子
ど
も
が
虐
待
さ
れ
て
い
る
か
も
…
」

と
感
じ
た
と
き
は
、
ご
連
絡
（
ご
通
告
）
く

だ
さ
い
。
そ
の
こ
と
が
、
苦
し
い
思
い
を
し

て
い
る
子
ど
も
や
保
護
者
が「
よ
き
支
援
者
」

に
出
会
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
、
秘
密

ふ
く
し
総
合
支
援
室
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？
　そ
の
２

ふくし総合支援室

診 療 日
8月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

9月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

～志摩市休日夜間応急診療所～
場　　所　県志摩庁舎
　　　　　（旧志摩保健所）
　　　　　２階
電話番号　43・5899
診療科目　内科・小児科
受付時間　□印の日は夜間
　　　　　19時30分～21時30分
　　　　　○印の日は昼間
　　　　　（日曜・祝日診療の日）
　　　　　9時30分～12時00分
　　　　　13時30分～16時00分

は
守
ら
れ
ま
す
。

○
ご
連
絡
先　

44
・
４
８
６
２（
専
用
回
線
）

※
緊
急
時
は
１
１
０
番
・
１
１
９
番
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

母
子
自
立
支
援

母
子
自
立
支
援
員
が
母
子
・
寡
婦
な
ど
か

ら
の
相
談
を
お
伺
い
し
、
自
立
に
必
要
な
情

報
提
供
、
職
業
能
力
の
向
上
や
求
職
活
動
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
父
子
か
ら
の
相
談
に
も

対
応
し
、
幅
広
く
一
人
親
家
庭
を
支
援
し
ま

す
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
対
応

女
性
相
談
員
が
夫
や
恋
人
か
ら
の
身
体

的
・
心
理
的
な
ど
の
暴
力
被
害
者
な
ど
か
ら

の
相
談
を
お
伺
い
し
、
必
要
な
支
援
を
行
い

ま
す
。

ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
、
暴
力
は
許
さ

れ
な
い
行
為
で
す
。「
家
庭
内
の
問
題
だ
か

ら
…
」
と
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
勇
気

を
出
し
て
、
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

ふ
く
し
総
合
支
援
室

44
・
０
２
７
０　

FAX

44
・
５
２
６
０

E-mail
sogoshien@

city.shim
a.lg.jp

今月の献血の日程は下記のとおりです。
市民の皆さんの、献血へのご協力をお願いします！

と　き ところ
８月29日(木) 10時～11時 （株）トーエネック鵜方営業所

８月29日(木) 12時30分～13時30分 志摩ホンダ販売（株）
(Honda　Cars 伊勢志摩　鵜方店)

８月29日(木) 14時～15時 （株）志摩電子工業

８月29日(木) 15時30分～16時30分 中部電力（株）志摩サービスステーション
対象は、年齢18歳～ 64歳で体重50㎏以上の人です。
※男性のみ、17歳の人も対象となります。
※65 ～ 69歳までの人は、60 ～ 64歳までの間に献血経験がある
人に限られます。

400ml献血にご協力ください
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問い合わせ	 総合保健センター	  44・1105　FAX 44・1102
	 大王保健センター	  72・5963　FAX 72・5964　　磯部保健センター　  55・4011　FAX 56・0750

申し込みの際には連絡先（電話）などを確認させていただいております。

集団検診のお知らせ
乳がん・子宮頸がん検診

自己負担額　乳がん検診（マンモグラフィ・超音波）：1,200円　　子宮頸がん検診：1,200円
下記に該当する人は、検診料が無料になります。
※70歳以上の人　※市の国民健康保険に加入している人　※無料クーポン券対象の人

対 象 年 齢　◦乳がん検診：マンモグラフィ・・・40歳以上で偶数年齢の女性、無料クーポン券対象の人
　　　　　　　　　　　　　超音波・・・30～ 39歳の女性、40歳以上で奇数年齢の女性
　　　　　　◦子宮頸がん検診 ： 20歳以上で偶数年齢の女性、無料クーポン券対象の人

＊＊各種がん検診受診上の注意＊＊
◦対象年齢は、平成26年４月１日時点の年齢です。
◦同じ検診を年に２回受診した場合は、２回目は全額自己負担になります。
◦集団検診の結果は、受診日の約３週間後に自宅に郵送されます。
◦健康保険証を必ずお持ちください。お持ちでない場合は、受診できないことがあります。

☆乳がん（マンモグラフィ・超音波）・子宮頸がん検診の申し込みを受け付け中です。	
検診を希望される人は、平日8時30分～ 17時に最寄りの保健センターへお申し込みください（電話可）。各日程、
定員になり次第受付を終了します。※７月10日現在の空き状況です。

マンモグラフィ（エックス線撮影）による乳がん検診・子宮頸がん検診

超音波（エコー）による乳がん検診

とき 検診当日受付時間
検診種類

地区 ところ 申し込み・問い合わせ
乳がん 子宮頸がん

８月30日（金） 12時45分～15時 ○ 大王 志摩市民病院 大王保健センター

10月５日（土）
13時～13時30分

〇 〇 阿児 サンライフあご 総合保健センター
14時～14時30分

10月31日（木）
11時45分～15時 〇

大王

乳がん検診
志摩市民病院

大王保健センター
12時30分～14時 〇 子宮頸がん検診

いきいき館　水仙

11月18日（月）

9時30分～10時
10時30分～11時 〇

阿児 サンライフあご 総合保健センター
13時～13時30分
14時～14時30分 〇 〇

11月27日（水）
13時～13時30分

〇 〇 浜島 浜島Ｂ＆Ｇ海洋センター 磯部保健センター
14時～14時30分

11月18日（月）の午後の検診は託児を行います。くわしくは、総合保健センターへお問い合わせください。

とき 検診当日受付時間 地区 ところ 申し込み・問い合わせ

９月10日（火）
13時～ 13時30分

浜島 浜島Ｂ＆Ｇ海洋センター
磯部保健センター

14時～ 14時30分

12月６日（金）
13時～ 13時30分

磯部 磯部健康福祉センター
かがやき14時～ 14時30分

12月19日（木）
13時～ 13時30分

阿児 サンライフあご 総合保健センター
14時～ 14時30分
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子宮頸がん・風疹

子宮頸がんワクチン予防接種の積極的勧奨の差し控えについて（お知らせ）
子宮頸がんワクチン予防接種については、平成２５年４月１日から定期の予防接種として位置付けられまし
たが、本年６月１４日付けの厚生労働省からの通知により、接種者の一部にワクチン接種後の持続的な疼痛が
特異的に見られるなどの理由から、これら副反応の発生頻度などがより明らかとなるまでの間、一時的に積極
的な勧奨を差し控えることとなりましたのでお知らせします。
なお、この措置は、予防接種の対象者に対し個別通知などによる積極的な接種勧奨を行わないものであり、
定期予防接種を中止するものではありません。
従って、対象者のうち接種を希望される人については、当該ワクチンを定期予防接種として接種していただ
くことが可能です。
今後、厚生労働省の検討会（合同会議）において、早急に調査すべき副反応症例について、可能な限り調査
され、専門家による評価が行われた後に、積極的な勧奨の再開の是非が改めて判断される予定です。
今回の措置がどの程度継続するかなどは現時点では未定ですが、新たな情報が入り次第ホームページなどを
通じお知らせします。

≪参考≫　厚生労働省ホームページ（ヒトパピローマウイルス感染症の定期接種の対応について（勧告））
　　　　　http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r98520000034kbt.html

問い合わせ：総合保健センター　 ４４・１１００

風しんワクチン予防接種費用の緊急助成について（お知らせ）
助成対象　接種日現在市に住所を有し、次のいずれかの要件を満たす人
　　　　　①　妊娠を予定または希望している女性　　②　妊婦の夫または妊婦と同一世帯の家族
※②に該当する人については、妊婦本人が風しんに感染しないとされている抗体価（３２倍以上）を有してい
る場合は、助成対象外とします。
※原則として、麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン若しくは風しん単抗原ワクチンを２回接種済の人も助成対
象外となります。

対象となる予防接種期間　平成２５年６月１日（土）から平成２６年３月３１日（月）
申請受付期間　平成２６年４月１０日（木）まで
対象ワクチン　麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチンもしくは風しん単抗原ワクチン
費用助成の額　医療機関へ支払った接種費用の半額（１回の接種につき５，０００円を限度）を助成します。
※抗体検査にかかる費用は、助成対象外となります。
費用助成の方法　予防接種を希望される人が直接医療機関で支払った接種費用の一部を償還払いにより助成し
ます。
申請手続き　次の書類を、最寄りの保健センター（総合、大王、磯部）へ直接提出してください。
◦市風しんワクチン予防接種費用助成金交付申請書兼請求書
◦申請者の印鑑（申請書兼請求書に押印、認め印可）
◦接種医療機関からの領収書・接種済証など（接種者の名前、予防接種の種類、
接種日、接種費用、医療機関名のわかるもの）
◦助成対象②に該当する場合は、同一世帯の妊婦の風しん抗体価（３２倍未満）
が確認できる書類（母子健康手帳および母子保健のしおりなど）
その他
◦県内の風しんワクチン予防接種可能医療機関については、（公社）県医師会
のホームページでご覧いただけます。http://www.mie.med.or.jp/hp/ippan/
vakzin/index.html
◦くわしくは最寄りの保健センターへお問い合わせいただくか、市ホームペー
ジをご覧ください。

問い合わせ　総合保健センター　 ４４・１１００
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伊勢志摩リハビリテーション専門学校 ℡0596-24-2540
伊勢市御薗町高向1658　http://www.kyoeigakuen.ac.jp/

理学療法士を目指す!!
OPEN CAMPUS 開催

8月19日（月）13：00～
体験授業・入試説明・学校案内等

広 告

医療・福祉・介護の現場から

セ
ン
タ
ー
長 

鈴
木 

孝
明

夏
真
っ
盛
り
で
す
ね
。
暑
さ
も
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
皆
さ
ん
も
休
養
、
水
分
補
給
な
ど
暑

さ
対
策
を
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
暑
い
か
ら
と
い
っ
て
外

出
し
な
く
な
り
、
休
ん
で
ば
か
り
い
る
の
も

問
題
で
す
。
比
較
的
涼
し
い
早
朝
や
夕
方
以
後

の
時
間
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
「
暑
く
て
眠
れ
な
い
」
と
い
う
声
も

あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
寝
床
に
入
る
時
間
を

お
聞
き
す
る
と
、
夜
の
７
時
や
８
時
と
い
う

人
が
み
え
ま
す
。す
ぐ
は
眠
ら
ず
、横
に
な
っ

て
テ
レ
ビ
な
ど
を
観
て
み
え
る
よ
う
で
す

が
、
眠
り
の
質
は
床
に
い
る
時
間
が
短
い
ほ

ど
高
ま
る
よ
う
で
す
。「
早
寝
早
起
き
元
気

な
子
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、
大
人

は
「
遅
寝
早
起
き
」
を
お
勧
め
し
、
な
る
べ

く
早
く
床
に
つ
か
な
い
方
が
い
い
よ
う
で

す
。
ど
う
し
て
早
く
横
に
な
る
の
か
を
お
聞

き
す
る
と
、「
や
る
こ
と
が
な
く
て
…
」
と

い
う
問
題
が
見
え
て
き
ま
す
。
自
分
自
身
の

日
々
の
楽
し
み
は
、
人
か
ら
与
え
ら
れ
る
も

の
で
な
く
、
自
分
で
見
つ
け
る
も
の
で
す
。

早
々
に
床
に
就
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
日

の
自
分
を
振
り
返
っ
て
、
楽
し
み
や
喜
び
を

心
に
思
い
浮
か
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

ー
長

だ
よ
り

ン
タ

セ

皆
さ
ん
は
、
認
知
症
と
い
う
病
気
に
つ
い

て
、
す
で
に
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
は
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
と
と
も

に
増
加
し
て
お
り
、
誰
も
が
な
る
可
能
性
の

あ
る
身
近
な
病
気
の
一
つ
で
す
。

認
知
症
の
治
療
に
は
、
お
も
に
薬
に
よ
る

治
療
と
薬
以
外
の
治
療
が
あ
り
ま
す
。
薬
以

外
の
治
療
と
は
、
昔
の
出
来
事
を
思
い
出
し

話
す
こ
と
、
動
物
や
人
と
触
れ
合
う
こ
と
、

音
楽
や
絵
を
楽
し
む
こ
と
、
野
菜
や
花
を
育

て
る
こ
と
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
そ
の
中
で
大
切
な
こ
と
は
そ
の

人
に
合
っ
た
治
療
を
行
な
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な

ど
多
職
種
と
協
力
し
合
い
、
そ
の
人
に
合
っ

た
治
療
を
日
ご
ろ
か
ら
行
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
昔
、
畑
仕
事
を
し
て
い
た
人
に

は
、
一
緒
に
野
菜
を
育
て
た
り
す
る
園
芸
療

法
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
に
は
毎
日

の
水
や
り
な
ど
役
割
を
作
っ
て
い
ま
す
。

単
純
な
水
や
り
の
作
業
で
す
が
、
そ
の
役

割
が
あ
る
こ
と
で
日
常
生
活
の
中
に
や
り
が

い
を
感
じ
、
生
き
が
い
を
見
出
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、
そ
の
人

に
合
っ
た
何
か
「
役
割
を
作
る
」
こ
と
は
と

て
も
大
切
で
す
。

ま
た
認
知
症
の
人
の
行
動
に
は
、
私
た
ち

が
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
人
に
と
っ
て
は
一
つ
一

つ
の
行
動
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
、
接

し
て
い
る
と
介
護
を
す
る
人
も
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
が
ち
で
す
が
、
認
知

症
の
人
の
行
動
に
対
し
て
、
強
い
言
葉
で
注

意
し
て
も
、
そ
の
人
は
な
ぜ
注
意
さ
れ
て
い

る
の
か
が
わ
か
ら
ず
不
安
が
増
し
、
困
惑
し

落
ち
着
か
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ご
家
族
や
周
り
の
人
は
、「
認
知
症
は
病

気
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
、
そ
の

人
を
受
け
入
れ
、
優
し
く
接
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
決
し
て
一
人
で
悩
ん
だ

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

あ
な
た
の
ご
家
族
や
周
り
の
人
で
認
知
症

の
人
へ
の
対
応
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
も
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

て
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気

軽
に
志
摩
の
里
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
現
場
か
ら

シ
リ
ー
ズ

第14回

市
介
護
老
人
保
健
施
設　

志
摩
の
里

介
護
福
祉
士　

田た
な
べ邊
夏か
お
り織

問
い
合
わ
せ

志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

84
・
１
０
０
０
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Vol.54
市長コラム

妻
と
の
記
念
日

私
は
結
婚
を
し
て
か
ら
今
年
の
４
月
１
日

で
満
40
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
結
婚
30
周
年

を
真
珠
婚
と
呼
ぶ
の
は
志
摩
の
人
な
ら
誰
で

も
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
こ
の
結
婚
40

周
年
目
は
ル
ビ
ー
婚
と
呼
ぶ
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
今
年
の
私
た
ち
の
記
念
日
の
４

月
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
過
日

と
い
っ
て
も
６
月
の
こ
と
で
す
が
、
妻
と
二

人
、
市
外
で
仕
事
し
て
い
る
長
男
夫
婦
の
孫

に
会
い
に
行
き
、
そ
の
帰
り
の
道
す
が
ら
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に

立
ち
寄
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
銀
の
指
輪
の
上

に
米
粒
ほ
ど
の
ル
ビ
ー
が
３
個
乗
っ
た
指
輪

を
買
い
ま
し
た
。
値
段
は
２
万
９
千
円
。
照

れ
く
さ
い
な
が
ら
も
早
速
に
妻
に
こ
の
40
年

間
の
感
謝
と
共
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

突
然
の
こ
と
で
、
妻
も
び
っ
く
り
で
す
が
破

顔
一
笑
で
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当

に
こ
の
結
婚
何
周
年
と
い
う
記
念
日
は
１
年

目
の
紙
婚
式
か
ら
始
ま
っ
て
結
婚
70
年
目
の

プ
ラ
チ
ナ
婚
ま
で
毎
年
毎
年
な
に
が
し
か
の

記
念
日
が
あ
り
、
実
行
す
れ
ば
実
に
楽
し
い

も
の
で
す
。

で
も
、
結
婚
し
て
生
活
が
始
ま
り
子
育
て

や
日
々
の
営
み
が
始
ま
る
と
、
そ
の
生
活
の

忙
し
さ
か
ら
い
つ
の
間
に
か
、
二
人
の
間
に

は
慣
れ
と
惰
性
が
始
ま
り
、
あ
ま
り
話
題
に

も
上
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
本

当
は
生
活
を
楽
し
む
た
め
に
は
ま
た
二
人
の

お
互
い
へ
の
気
配
り
と
思
い
や
り
を
長
く
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
な
に
が
し
か
の
努
力

は
必
要
で
、
こ
の
よ
う
な
記
念
日
は
そ
の
た

め
の
小
道
具
と
し
て
は
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け

の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
私
も
こ
れ
を
実
行
す
べ
く
、

実
は
10
年
前
の
30
周
年
目
の
真
珠
婚
に
は
、

真
珠
養
殖
を
し
て
い
る
同
級
生
に
お
願
い
し

て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
き
れ
い
な
花
玉
一
粒
を

探
し
て
い
た
だ
い
て
、
妻
に
す
て
き
な
一
粒

の
真
珠
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
旧
志
摩
町
時
代
で
の
こ
と
で
す
。
で
も

こ
れ
に
は
わ
け
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
頃
に
伊
勢
志
摩
地
域
振
興
協
議
会
が
、

11
月
22
日
を
「
い
い
夫
婦
」
と
も
読
め
る
こ

と
か
ら
毎
年
11
月
22
日
を
真
珠
婚
の
日
と
定

め
、
そ
の
年
に
結
婚
30
年
目
を
迎
え
た
夫
婦

が
よ
り
絆
を
深
め
、
よ
り
幸
せ
な
家
庭
生
活

を
送
る
の
を
願
う
証
と
し
て
、
夫
か
ら
妻
に

真
珠
を
贈
る
そ
の
風
習
化
を
願
い
、
広
く
世

界
に
も
こ
の
習
慣
を
根
付
か
せ
普
及
さ
せ
る

べ
く
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
年

に
、
伊
勢
神
宮
参
拝
も
真
珠
婚
セ
レ
モ
ニ
ー

に
網
羅
し
て
の
真
珠
婚
式
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

に
ご
招
待
を
い
た
だ
い
た
の
を
機
に
、
改
め

て
真
珠
一
粒
を
買
い
求
め
妻
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
も
の
で
す
。
人
に
押
し
て
押
さ
れ
て
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

で
も
少
し
自
慢
を
交
え
て
報
告
し
ま
す
が
、

こ
れ
以
外
に
、
こ
れ
ま
で
毎
年
毎
年
妻
に
感

謝
し
二
人
の
絆
を
さ
ら
に
深
化
す
る
べ
く
実

行
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
と
な
っ

て
は
す
ご
い
こ
と
だ
な
と
自
分
な
が
ら
感
心

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ど
ん
な
こ
と
か
、
こ

の
お
話
し
を
聞
い
て
い
た
だ
く
の
に
若
き
日

を
振
り
返
り
、
前
振
り
を
交
え
て
書
き
ま
す

の
で
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

私
と
妻
が
昭
和
48
年
に
結
婚
し
た
時
、
そ

の
こ
ろ
の
私
は
若
く
、
心
は
今
も
で
す
が
、

新
進
気
鋭
に
燃
え
て
お
り
、
魚
商
売
で
身
を

立
て
る
べ
く
、
経
営
や
商
売
の
実
学
を
学
び

た
く
、
進
ん
で
商
工
会
の
青
年
部
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
青
年
部
長
や
理
事

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
お
役
を
い
た
だ
き
、
商
工

会
活
動
に
青
年
部
活
動
や
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
祭
り
に
と
い
ろ
い
ろ
な
お
手
伝
い
な
ど
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
夜
と
も
な
る
と
遊
び
や
仲
間
と
の

付
き
合
い
で
、
若
い
こ
ろ
の
妻
に
は
気
苦
労

ば
か
り
か
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
青

年
部
活
動
や
も
ろ
も
ろ
の
活
動
に
妻
か
ら
の

協
力
と
理
解
を
と
い
う
こ
と
で
、
妻
の
気
苦

労
と
尽
力
へ
の
感
謝
と
慰い

ぶ撫
を
込
め
て
、
商

工
会
青
年
部
の
仲
間
何
人
か
が
誰
と
相
談
す

る
と
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
妻
に
二
人
の
記

念
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
妻
に
花
を

贈
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も

あ
り
、
私
は
結
婚
１
年
目
か
ら
妻
へ
の
感
謝

と
し
て
、
結
婚
記
念
日
に
は
花
を
、
そ
し
て

誕
生
日
に
は
二
人
で
高
く
な
い
外
食
を
す
る

こ
と
に
決
め
、
今
年
ま
で
の
40
年
に
わ
た
り

贈
り
続
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
二
人
だ
け
の
記
念
日
を
祝
い
続
け

て
い
る
う
ち
に
、
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
セ
レ
モ
ニ
ー
を
続
け
実
行

し
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
日
本
人
に
は
あ

ま
り
な
じ
ま
な
く
、
照
れ
く
さ
く
面お

も
は映
ゆ
さ

な
ど
も
あ
り
、
そ
ん
な
に
実
行
す
る
人
は
い

な
い
け
れ
ど
、
実
は
実
行
す
れ
ば
、
二
人
に

は
実
に
す
ご
い
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、二
人
の
暮
ら
す
時
が
長
く
重
な
る
う
ち
、

お
お
む
ね
の
方
々
は
い
つ
の
間
に
か
お
互
い

が
わ
か
っ
た
つ
も
り
、
わ
か
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
つ
も
り
に
な
っ
た
り
、
お
互
い
に
相
手

の
男
心
女
心
を
失
念
し
が
ち
に
な
り
、
恋
愛

当
時
の
思
い
や
り
の
鮮
度
が
く
す
み
が
ち
に

な
り
ま
す
が
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
な
く
て
も
何

気
な
く
お
互
い
に
改
ま
っ
て
二
人
だ
け
の
い

ろ
い
ろ
な
記
念
日
を
祝
い
合
う
と
、
自
分
も

嬉
し
い
し
、
妻
も
女
心
と
若
さ
が
戻
り
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
に
な
る
こ
と
で
す
。
中
に
は
別
の

方
も
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
二
人
で

楽
し
く
暮
ら
す
に
は
、心
は
日
本
人
の
ま
ま
、

仕
草
と
エ
チ
ケ
ッ
ト
は
欧
米
風
が
面
白
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
話
は
違
い
ま
す
が
、
今
も
残
念
な

の
は
結
婚
25
周
年
が
銀
婚
式
だ
と
い
う
こ
と

に
気
付
い
た
の
が
こ
の
真
珠
婚
の
時
で
、
こ

の
25
年
目
を
祝
い
損
ね
た
こ
と
で
す
。
50
周

年
は
金
婚
式
で
こ
れ
は
10
年
後
で
す
か
ら
ぜ

ひ
祝
い
合
い
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
希
望
と
し
て
は
結
婚
70
周
年
の
プ
ラ
チ

ナ
婚
を
健
康
長
寿
な
二
人
で
祝
い
合
い
た
い

こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
も
今
一
度
、
そ
れ
ぞ
れ

の
記
念
日
を
思
い
出
し
祝
い
合
っ
て
、
さ
ら

に
楽
し
い
風
と
温
か
い
光
を
家
庭
で
味
わ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

市長コラム
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すく すく
ラ ン ド 8月の子育て支援事業のご案内

反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
・
湯ゆ

あ
さ浅

誠
さ
ん
に
よ
る
と
、「
生
活
保
護
で
ど
う
い

う
人
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
」
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、『
高
齢
者
』、『
障
が
い
の
あ
る
人
』、『
子

ど
も
』な
ど
か
ら
選
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

『
子
ど
も
』
を
挙
げ
た
人
は
２
％
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
一
般
の
人
に
は
子
ど
も
の
顔
、
暮

ら
し
ぶ
り
が
浮
か
ん
で
い
な
い
と
彼
は
言
い

ま
す
。

生
活
保
護
へ
の
批
判
的
な
意
見
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。「
自
分
よ
り
も
受
給
者
の
方
が

楽
な
生
活
を
し
て
い
る
」「
生
活
保
護
の
受

給
額
が
高
す
ぎ
る
」
と
腹
を
立
て
る
人
が
多

い
よ
う
で
す
。

湯
浅
さ
ん
は
、「
生
活
保
護
は
か
つ
て
な

く
ダ
ー
テ
ィ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
た
。
不

正
受
給
も
だ
が
、
目
立
つ
も
の
が
全
体
を
代

表
し
て
し
ま
う
」
そ
し
て
、「
２
０
０
万
人

を
超
え
る
受
給
者
の
う
ち
30
万
人
は
子
ど

も
。
子
ど
も
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
る
か
、

ダ
ー
テ
ィ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
を
浮
か
べ
る
か

で
話
の
方
向
性
が
変
わ
る
。
多
く
の
人
は
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
だ
け
な
の
で
、
困
難
だ
が
、

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け

て
い
く
し
か
な
い
」
と
い
い
ま
す
。

「
富
め
る
国
」
で
あ
る
は
ず
の
我
が
国
。

生
活
保
護
の
受
給
者
が
過
去
最
多
の

２
１
６
万
人
に
な
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
人
口
に
占
め
る
受
給
者
の
割
合
（
保

護
率
）は
１
・
７
％（
２
０
１
３
年
３
月
）で
、

１
９
６
４
年
以
前
の
方
が
高
か
っ
た
が
、
95

年
度
以
降
、
保
護
率
が
上
昇
し
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

95
年
か
ら
２
０
０
０
年
初
頭
は
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
、
日
本
が
空
前
の
好
景
気
に
沸
い
た

頃
。
一
方
で
、
非
正
規
雇
用
が
増
大
し
、「
貧

困
」
や
「
格
差
」
が
深
刻
な
社
会
問
題
化
し
、

「
社
会
の
ゆ
が
み
」
が
顕
在
化
し
た
の
も
事

実
で
す
。

「
子
ど
も
の
貧
困
問
題
」
と
向
き
合
っ
て

き
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
社

会
保
障
応
用
分
析
研
究
部
長
の
阿
部
彩あ

や

さ
ん

は
、「
生
活
保
護
は
受
け
て
い
な
い
が
、
生

活
が
苦
し
い
低
所
得
の
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。

日
本
は
、
こ
う
し
た
人
た
ち
へ
の
支
援
が
非

常
に
乏
し
い
。
ま
ず
必
要
な
の
は
、
生
活
保

護
は
受
け
て
い
な
い
け
ど
、
生
活
が
本
当
に

厳
し
い
低
所
得
の
人
た
ち
へ
の
支
援
策
を
手

厚
く
す
る
こ
と
だ
。
…
児
童
扶
養
手
当
や
児

童
手
当
の
拡
充
な
ど
を
真
剣
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
説
き
ま
す
。

経
済
成
長
が
声
高
く
叫
ば
れ
て
い
る
中
、

「
格
差
」
や
「
貧
困
」
の
問
題
は
遠
く
に
追

い
や
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
30
万

人
も
の
子
ど
も
た
ち
が
生
活
保
護
受
給
者
で

あ
る
と
い
う
の
に
。

※いずれの事業も開催日が祝日の場合はお休みです。

志摩子育て支援センター　 85・0940
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

子育て支援センターわくわくの森　 44・1117
事　業 と　　き

センター開放
毎週月～金 9時～11時30分

13時～15時30分育児相談

磯部子育て支援センター　 55・1741
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

ひよこクラブ
（0・1歳・２歳以上） 28日（水） 10時～11時

※ひよこクラブは、事前申込をお願いします。

浜島子育て支援センター　 53・1220
※電話番号が変更になりました
（場所 ： 浜島幼保園内）
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

じ
ん
け
ん
コ
ー
ナ
ー
102

「『
貧
困
』に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

貧
困
な
の
か
？
」

学
校
人
権
教
育
課　

44
・
０
３
３
６

FAX

44
・
５
２
６
３

事　　業 と　　　き と　こ　ろ

育児サークル
こえびちゃん

毎週
土 ･日 10時～11時30分 浜島生涯学習センター

53・1511

育児サークル
わらじっこ

毎週
火 ･金 9時30分～11時30分 大王第三保育所

72・2264

園庭・遊戯室
開　　　　放 毎週火曜 9時～11時30分 大王第三保育所

72・2264

園庭開放

毎週
月～金 10時～12時 志摩幼保園

85・3217

毎週水曜 9時30分～11時 浜島幼保園
53・0069

１日（木） 9時30分～11時 下之郷保育所
55・2347

８日（木） 9時30分～11時 ひのでが丘保育所
55・0577

22日（木） 9時30分～11時 ひまわり保育所
55・0177
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図書館だより
新しく入った本を紹介します（★は児童書です）

市立図書館　  43･8000　FAX 43･8003　志摩図書室　  85･7801　FAX 85･2563　磯部図書室　  55･2881　FAX 55･2935

いつも彼らはどこかに	 小
お が わ

川洋
よ う こ

子／著【小説】 土の学校	 木
き む ら

村秋
あきのり

則・石
いしかわ

川拓
た く じ

治／著【農林】

森の彼方此方に不思議な気配を残すビーバー、村のシン
ボルの兎、万華鏡のように発色する蝸牛…。人の孤独を包
み込むかのような気高い動物たちの美しさ、優しさを描く
連作小説。

土は何から作られているか？なぜ土の温度を測るのか？
農薬も肥料も使わないリンゴ栽培に成功した木村秋則が、
足元に広がる“宇宙”=土の秘密を語る。木村が話した内容
をノンフィクションライター石川拓治がまとめた。

★おでんしゃ	 塚
つかもと

本やすし／作【絵本】 ★びーすまいる。	 かとうだいすけ／文・絵【絵本】

おでんの具に車輪がついた「おでんしゃ」が、沖縄から
北海道へ出発。大阪で連結に失敗した牛すじ君は、みんな
に追いつけるかな？ハイビスカス、さぬきうどん、なまは
げなど、旅の途中で各地の名産品も登場します。

はたらきバチのべびの羽は生まれつき小さくて、ほかの
ハチのように上手く飛ぶことができません。走ってみつを
集めにいくべびは、いつもひとりぼっち。でも、そんなべ
びにみつをくれる、優しいおはなさんがいて…。

カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

⁸⁄₁₁ 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

⁹⁄₁ 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

○市立図書館休み　□全館休み
△志摩・磯部・大王・浜島休み

イベント案内 

館室名 と　き 内　容

市　立

８月19日(月)11時～ おはなし会（赤ちゃんむけ）

８月17日(土)、24日(土)、
31日(土)、９月７日(土)
11時～

おはなし会

志　摩
８月24日(土)14時30分～ よみきかせかい

９月４日(水)11時～ よみきかせかい（赤ちゃんむけ）

磯　部

８月17日(土)13時30分～ 古文書学習会

８月24日(土)13時30分～
工作教室・牛乳パックを使って
かわいい箱を作りましょう

（定員20人、要予約）

む
か
し
ば
な
し 

�

　
つ
る
べ
落
と
し

む
か
し
浜
島
に
は
、小
野
田
筑
後
と
い
う
城
主
が
、

今
の
第
一
保
育
所
の
建
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
城
を
か

ま
え
て
浜
島
、
南
張
、
桧
山
路
、
塩
屋
、
迫
子
の
五

ケ
村
を
治
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
南
側
の
丘
に
、
城

を
移
し
た
の
で
、
保
育
所
の
場
所
は
「
古ふ

る
じ
ょ
う城
」
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
古
城
の
附
近
は
、大
矢
と
里
の
往
き
来
す
る
、

細
い
道
が
あ
り
、
城
が
移
転
し
て
か
ら
は
、
大
き
な

樹
が
う
っ
そ
う
と
茂
り
、
昼
で
も
う
す
暗
く
、
雨
の

し
と
し
と
降
る
夕
暮
れ
な
ど
は
、う
す
気
味
悪
く
て
、

女
や
子
ど
も
は
恐
が
っ
て
全
く
通
ら
な
い
有
り
様
で

し
た
。

こ
の
古
城
に
、
特
に
大
き
な
木
が
あ
っ
て
、
そ
の

木
の
枝
か
ら
、「
釣つ

る

べ瓶
落
と
し
」
が
、
降
り
て
く
る

と
い
う
の
で
す
。

釣
瓶
は
、
桶
を
綱
で
む
す
ん
で
、
井
戸
か
ら
水
を

汲
む
道
具
で
す
が
、
こ
の
巨
木
の
下
を
通
る
と
、
急

に
綱
が
枝
か
ら
、
ス
ル
ス
ル
と
お
り
て
き
て
、
通
る

人
の
首
と
い
わ
ず
、
胴
と
い
わ
ず
、
手
と
い
わ
ず
、

足
と
い
わ
ず
、綱
の
さ
わ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
巻
き
つ
き
、

巻
き
つ
く
と
、
い
き
な
り
高
く
つ
り
あ
げ
ら
れ
て
し

ま
い
、つ
り
あ
げ
ら
れ
た
人
は
、い
ま
だ
か
っ
て
帰
っ

て
き
た
例
は
一
つ
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

〔「
と
よ
た
ま
姫
も
の
が
た
り
」
よ
り
〕

「ごんぎつね」・「羅生門」・「舞姫」などの名著を、新しい読書スタイルで読んでみませんか？
館内のパソコンで電子書籍を体験できます。　　※参加無料・申し込み不要

と　き　８月１日（木）～８月３１日（土）	 ところ　市立図書館　カウンター前

電子書籍を体験してみませんか？

東
北
に
関
す
る
本
の
展
示
や
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。

期
間　

８
月
末
ま
で

市
立
図
書
館
・
磯
部
・
志
摩
図
書
室
で
開
催
中

「
東
北
を
知
ろ
う　

東
北
へ
行
こ
う 

３
」　

県
立
図
書
館
連
携
事
業
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ＦＣ伊勢志摩

志摩市からJリーグを目指す
　サッカーチーム誕生！ 「FC.ISE-SHIMA」

観戦に来てくれた子どもたちとの交流を大事にしています！

市内で行われる各種イベント・祭りなどに選手たちが参加しています！

≪Ｊリーグまでの道のり≫
県リーグから始まり、東海リーグ、ＪＦＬを経てＪリー
グへ参入。
各リーグ戦の上位（年によってチーム数は変動）が昇格
でき、今年は「三重県１部昇格」を目指して戦っています。
（３勝１分で１位/第４節終了時点）

「目指せ、未来のＪリーガー！」
市サッカー協会公認　/　鳥羽志摩４種委員会推奨

園児や小学生を対象とした「ジュニアサッカースクール」
を行っています。未経験者も大歓迎！
ぜひ１度練習に来てください！（練習体験は無料）

（入会数６０人 / ６月末現在）

【と　き】毎週火曜日　１８時３０分～１９時５０分
【ところ】阿児ふるさと公園（文岡中学校第２グラウンド）
【対　象】園児～小学６年生
【内　容】①サッカーを通した人間形成
　　　　 ②試合を中心としたトレーニング
　　　　 ③トップチーム選手とのプレー
【問い合わせ】ＦＣ伊勢志摩事務局　 ４３・０００８
※雨天の場合は中止となります。

サポーター会員を募集しています。くわしくは、ホームページをご覧ください。
Facebookページ開設しています。ぜひ「いいね！」お願いします！

※（　）の数字は平成25年度のチーム数

■今後の日程　　　　　観戦無料！
日時 会場 相手

9月22日（日）11時～ 合歓の郷 SWAT

10月6日（日）11時～ 鈴鹿スポーツガーデン 松阪COFC
※日時・会場が変更されることがございます。最新情報は公式
ＨＰでご覧ください。
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市営住宅入居者募集

市営住宅入居者募集
住宅営繕課　　 ４４・０３０６　FAX４４・５２６２

１．申込期間	 ８月５日（月）～２０日（火）　平日８時３０分～１７時１５分
２．募集戸数	 特定公共賃貸住宅
	 　　１団地、１戸募集します。

　　　　　　　　　　※家賃月額　４５，０００円（駐車場１台あり）

団地名 ※構造 部屋数 建設年度 空家数 所在地

空家
ベイサイド大方団地
あじさい棟 203 号

中耐三 ３ＬＤＫ 平成 10 年 １ 浜島町浜島

※　中耐三…中層耐火３階建（鉄筋コンクリート造）
※　特定公共賃貸住宅とは中堅所得者層（収入基準月額１５万８千円以上４８万７千円以下）を対象に供給
する住宅のことです。

３．申込場所
　　市役所３階　建設部　住宅営繕課 

４．申し込み方法
　申込書は、住宅営繕課または各支所にあり
ます。募集要項をよく読み、必要書類を添え
て提出してください。

５．申し込み資格
（１）現在、住宅を必要としていること。
（２）現に同居し、または同居しようとする親
族（婚姻の届出をしないが、事実上婚姻関係と
同様の事情にある人および婚約者を含む）があ
ること。
（３）公営住宅法に規定する収入基準月額（入
居者全員の所得の合計）が、１５万８千円以上
４８万７千円以下の範囲であること。
（４）市区町村に納めるすべての税に滞納がな
いこと（入居者全員）。
（５）入居申込者または同居親族が、「暴力団員
による不当な行為の防止等に関する法律（平成
３年法律第７７号）」第２条第６号に規定する
暴力団員でないこと。

６．その他
（１）契約時には、連帯保証人が２人必要とな
ります。
（２）入居時に家賃の３か月分を敷金として納
めていただきます。

間取り図（略図）

あじさい棟（88.5㎡）
注）この間取り図は略図です。面積、寸法、配置
などは現状と異なることがあります。
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平
成
25
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

な
ど
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

対　

象　

病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
、
義
務
教
育
諸
学
校
へ
の
就
学
を
猶

予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
な
ど

と　

き　

10
月
28
日（
月
）　

10
時
～
15
時
40
分

と
こ
ろ　

県
庁
講
堂
棟
３
階

　
　
　
　

第
１
３
１
・
１
３
２
会
議
室

試
験
科
目　

国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

外
国
語
（
英
語
）

受
付
期
間　

８
月
28
日
（
水
）
～
９
月
13
日

（
金
）
※
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ　

県
教
育
委
員
会
事
務
局
高
校

教
育
課
キ
ャ
リ
ア
教
育
班

（
０
５
９
）
２
２
４
・
２
９
１
３

漁
業
用
燃
油
緊
急
特
別
対
策
が

講
じ
ら
れ
ま
す

現
在
、
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

構
築
事
業
に
よ
り
、
漁
業
用
燃
油
価
格
に
つ

い
て
、
補ほ

て
ん填

基
準
（
現
在
約
80
円
／
Ｌ
。
Ａ

重
油
ベ
ー
ス
。）
以
上
に
対
し
、
国
の
支
援

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
新
た
に
、
最
近
の
円
安
な
ど
に
よ
る

影
響
を
踏
ま
え
、
漁
業
者
の
経
営
改
善
の
取

り
組
み
を
下
支
え
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度

末
ま
で
の
緊
急
の
特
別
対
策
と
し
て
、
現
行

の
支
援
に
加
え
、
特
別
対
策
発
動
ラ
イ
ン

（
95
円
／
Ｌ
。
Ａ
重
油
ベ
ー
ス
。）
を
超
え
る

部
分
に
つ
い
て
特
別
な
対
応
が
行
わ
れ
、
小

規
模
漁
業
者
で
も
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
対
策
の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
現
行

の
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事

業
へ
の
加
入
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
所
属
の
漁
業

協
同
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

鳥
羽
磯
部
漁
業
協
同
組
合

（
０
５
９
９
）
25
・
２
３
２
８

　
　
　
　
　
　

三
重
外
湾
漁
業
協
同
組
合

44
・
５
３
０
０

「
全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
の
伝
達
訓
練
」

が
実
施
さ
れ
ま
す

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

の
緊
急
情
報
を
、
確
実
に
皆
さ
ん
へ
お
伝
え

す
る
た
め
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

９
月
11
日
（
水
）

11
時
ご
ろ
と
11
時
30
分
ご
ろ
の
２
回

内　

容　

防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
と
緊

急
情
報
メ
ー
ル
か
ら
、
登
録
者
へ
の
メ
ー
ル

配
信

問
い
合
わ
せ　

地
域
防
災
室

44
・
０
２
０
３　

FAX

44
・
５
２
５
２

E-mail

chiikibosaishitsu@
city.shim

a.lg.jp

「
金
融
機
関
一
斉
防
災
訓
練
」が

実
施
さ
れ
ま
す

と　

き　

９
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　

10
時
30
分
か
ら
５
分
程
度

と
こ
ろ　

市
内
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
な
ど

一
部
を
除
く
）

内　

容　

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
閉
鎖
な
ど

問
い
合
わ
せ　

名
古
屋
銀
行
協
会

（
０
５
２
）
２
３
１
・
７
８
５
１

電
気
は
正
し
く
安
全
に
！

８
月
は「
電
気
使
用
安
全
月
間
」で
す

ジ
メ
ジ
メ
す
る
夏
は
、
一
年
の
う
ち
で
も

感
電
や
電
気
事
故
の
最
も
多
い
時
期
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
電
気
の
安
全
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。

※
電
気
の
使
い
過
ぎ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

※
傷
ん
だ
電
線
、
コ
ー
ド
を
使
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

※
洗
濯
機
な
ど
の
ア
ー
ス
は
つ
け
て
あ
り
ま

す
か
。

電
気
の
安
全
使
用

に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、
中
部
電
気
保
安

協
会
ま
で
。

問
い
合
わ
せ

中
部
電
気
保
安
協
会　

志
摩
営
業
所

43
・
４
７
８
５

FAX

43
・
４
８
１
０

国
際
交
流
協
会　

映
画
祭

上
映
作
品

　

ア
ニ
メ
『
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
』

と　

き　

８
月
25
日
（
日
）　

13
時
～

と
こ
ろ

　

市
立
図
書
館　

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

料　

金　

無
料　

※
要
申
し
込
み

定　

員　

先
着
40
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

国
際
交
流
協
会

　

０
９
０-

２
９
４
４-

６
０
８
３（
柴
原
）

夏
休
み
工
作
教
室

夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
、
み
ん
な
で
楽
し

く
工
作
を
し
よ
う
!!

と　

き　

８
月
25
日
（
日
）

①
10
時
～
11
時　
　
（
小
１
～
小
３
ク
ラ
ス
）

②
12
時
30
分
～
13
時
30
分

（
小
１
～
小
３
ク
ラ
ス
）

③
14
時
30
分
～
16
時（
小
４
～
小
６
ク
ラ
ス
）

と
こ
ろ

　

絵
か
き
の
町
・
大
王　

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

対　

象　

小
学
生

講　

師　

瀧　

勇
さ
ん
（
ア
ー
ト
タ
キ
）

参
加
費　

５
０
０
円
※
付
添
い
１
人
は
入
館

料
無
料

定　

員　

各
ク
ラ
ス
10
人
程
度　

※
受
付
順

受
付
期
間　
　

８
月
16
日
ま
で　

※
要
予
約

当
日
は
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

絵
か
き
の
町
・
大
王　

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

72
・
４
３
３
６　

FAX

72
・
４
３
１
７

　

E-mail

d-artgallery@
city.shim

a.lg.jp

お知らせ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
情
報

しろうと工事は事故のもと
電気工事士の資格のない人が配線工事を
するのは事故の
もとになり危険
です。専門の電
気工事店に依頼
しましょう。
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駐
車
場　

鳥
羽
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ

ま
り
（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有
り
）。
※
会
場
付

近
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
設
整
備
課

44
・
０
３
０
４　

FAX

44
・
５
２
６
２

増
養
殖
研
究
所
一
般
公
開

と　

き　

８
月
24
日（
土
）10
時
～
15
時（
荒

天
時
は
翌
日
順
延
あ
り
）

と
こ
ろ　

増
養
殖
研
究
所
南
勢
庁
舎

（
駐
車
場
有
り
）

内　

容

　

研
究
の
わ
か
り
や
す
い
紹
介
・
展
示
の
ほ

か
、
講
演
、
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、
海
藻
の
し
お

り
作
り
な
ど

そ
の
他

　

入
場
無
料　

※
事
前
申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ

（独）
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所

業
務
推
進
課

（
０
５
９
９
）
66
・
１
８
３
０

HPhttp://nria.fra.affrc.go.jp/index.htm
l

介
護
支
援
専
門
員
臨
時
職
員
募
集

募
集
人
数　

常
勤
職
員　

若
干
人

勤
務
地　

市
役
所
本
庁
舎

応
募
資
格

◦
介
護
支
援
専
門
員
資
格
、
普
通
自
動
車
運

景
観
講
演
会

と　

き　

9
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
13
時
か
ら
）

と
こ
ろ　

磯
部
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容

①
市
景
観
計
画
の
概
要
説
明

②
基
調
講
演
『
景
観
法
を
活
用
し
た
景
観
ま

ち
づ
く
り
』

講　

師　

三
重
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

浅
野　

聡
さ
と
し  

准
教
授

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

44
・
０
３
０
５　

FAX

44
・
５
２
６
２

　

E-mail

toshikeikaku@
city.shim

a.lg.jp

第
二
伊
勢
道
路
開
通
記
念
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と　

き　

９
月
７
日
（
土
）
９
時
か
ら

と
こ
ろ　

第
二
伊
勢
道
路
鳥
羽
南
・
白
木
Ｉ

Ｃ
（
ス
タ
ー
ト
）
→
堅
神
橋
（
ゴ
ー
ル
）

内　

容　

現
地
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
一
部
区
間

の
み
）

定　

員　

３
０
０
人

申
し
込
み
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出

募
集
期
限　

８
月
23
日
（
金
）
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

参
加
料　

５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

申
込
用
紙

　

各
支
所
お
よ
び
建
設
整
備
課
に
設
置
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

募
　
集

お知らせ

転
免
許
を
有
す
る
人

◦
通
勤
可
能
な
人

業
務
内
容

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
「
め
か
ぶ
」

に
お
け
る
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
の
業
務

勤
務
時
間
・
勤
務
日
数

◦
８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
一
日
７
時
間
45
分
勤
務
）

◦
週
３
～
５
日

任
用
開
始
日　

10
月
1
日

賃　
　

金　

日
額
９
，
０
０
０
円

募
集
期
限　

８
月
23
日
（
金
）
17
時
ま
で

問
い
合
わ
せ　

ふ
く
し
総
合
支
援
室

44
・
０
２
８
０　

FAX

44
・
５
２
６
０

『
伊
勢
神
宮
真
珠
婚
お
か
げ
参
り
』

参
加
者
募
集

と　

き　

11
月
22
日
（
金
）
９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

伊
勢
神
宮　

内
宮

参
加
資
格　

昭
和
58
年
11
月
～
昭
和
59
年
10

月
に
ご
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

募
集
人
員　

１
０
０
組
（
２
０
０
人
）

　
　
　
　
　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費　

ご
夫
婦
で
１
２
，
０
０
０
円

募
集
期
限　

９
月
30
日
（
月
）

申
し
込
み
方
法

公
式
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.shinjukon.

com

）（「
真
珠
婚
国
際
協
会
」
で
検
索
）
ま

た
は
往
復
は
が
き
に
て
申
し
込
み
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

真
珠
婚
国
際
協
会

阿
児
町
鵜
方
５
０
１
２
（
市
商
工
会
館
内
）

46
・
０
５
４
６　

FAX

43
・
５
１
４
６

E-mail

iinfo@
shinjukon.com

四
日
市
港
・
川
越
火
力「
電
力
館
」

見
学
参
加
者
募
集

船
上
か
ら
の
四
日
市
港
見
学
、「
う
み
て

ら
す
１
４
」・「
電
力
館
テ
ラ
４
６
」
見
学
な

ど
楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

８
月
20
日（
火
）
８
時
～
17
時
30
分

と
こ
ろ　

鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
集
合

対　

象　

小
学
５
・
６
年
生
、
中
学
生

参
加
費　

１
，０
０
０
円（
弁
当
・
お
茶
付
き
）

募
集
期
限　

８
月
10
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

故
郷
の
海
を
愛
す
る
会

（
０
５
９
９
）
25
・
８
０
４
５

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
募
集

先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没

者
の
遺
児
を
対
象
に
、
慰
霊
友
好
親
善
事
業

へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の

友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

９
万
円
（
燃
料
費
の
高
騰
や
円
安

な
ど
に
よ
り
、
値
上
げ
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）
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市
こ
こ
ろ
の
相
談

こ
こ
ろ
の
病
や
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に

関
し
て
、
保
健
師
に
よ
る
面
接
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

と　

き　

８
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

※
要
予
約
（
19
日
（
月
）
正
午
ま
で
）

と
こ
ろ　

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー　

44
・
１
１
０
０

お知らせ

相
　
談

参
加
資
格

◦
戦
没
者
の
遺
児

◦
実
施
地
域
（
実
施
地
域
周
辺
の
公
海
上
に

て
戦
没
さ
れ
た
人
も
含
む
）
以
外
の
人
は
、

参
加
で
き
ま
せ
ん

行
先
・
日
程

①
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

②
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島

③
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島

④
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

⑤
フ
ィ
リ
ピ
ン

⑥
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ベ
ト
ナ
ム

⑦
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

⑧
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド

⑨
中
国

⑩
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

⑪
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

⑫
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

行
先
に
よ
っ
て
日
程
は
決
定
し
て
い
ま
す

の
で
、問
い
合
わ
せ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

◦
班
分
け
は
、
事
務
局
で
行
い
ま
す
。

◦
日
程
は
、
相
手
国
の
事
情
な
ど
で
、
変
更

や
取
り
止
め
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み　
（
財
）
県
遺
族
会

（
０
５
９
）
２
２
５
・
２
０
７
３

問
い
合
わ
せ　
（
一
財
）　

日
本
遺
族
会

（
０
３
）
３
２
６
１
・
５
５
２
１

県
営
総
合
競
技
場

中
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
・

感
謝
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

○
中
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

募
集
期
限　

９
月
10
日
（
火
）

受
講
決
定
日　

９
月
20
日
（
金
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
期
間

　

９
月
30
日
～
12
月
下
旬

開
催
場
所　

県
営
総
合
競
技
場　

伊
勢
市
宇

治
館
町
５
１
０

対　

象　

18
歳
以
上（
キ
ッ
ズ
教
室
は
除
く
）

受
講
料　

４
，
０
０
０
円
～
５
，
５
０
０
円

（
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
は
２
，
０
０
０
円
）

開
催
回
数

　

10
回
（
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
は
５
回
）

定　

員　

20
人
～
50
人
（
各
教
室
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
は
10
組
）

開
催
教
室　

ヨ
ガ
教
室
、ソ
フ
ト
ヨ
ガ
教
室
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
教
室
、
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ

い
教
室
、
キ
ッ
ズ
ヨ
ガ
＆
ダ
ン
ス
教
室
（
幼

稚
園
年
中
３
歳
～
小
学
生
低
学
年
）、
フ
ラ

ダ
ン
ス
教
室
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
教
室
、
ソ

フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
、
リ
フ
レ
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
教
室
、
ソ
フ
ト
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
、

Ｆ
Ｓ
Ｓ
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

教
室
、
太
極
拳
教
室
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
、
卓
球
教
室
、
太
極
拳
・

気
功
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

申
し
込
み
方
法

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接

来
所
に
て
申
し
込
み(

電
話
不
可)

。

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

と　

き　

10
月
６
日
（
日
）
10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

県
営
総
合
競
技
場
体
育
館
本
館

出
店
募
集
数

１
６
０
ブ
ー
ス
（
１
人
２
ブ
ー
ス
ま
で
）

ス
ペ
ー
ス　

２
ｍ
×
２
ｍ

出
店
料
金　

５
０
０
円
（
１
ブ
ー
ス
）

募
集
期
限

出
店
募
集
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り

申
し
込
み
方
法

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
無
料
開
放
、
物
産
展
な
ど
開
催
予
定

で
す
。

ま
た
、
い
せ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
同
時
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

県
営
総
合
競
技
場
管
理
事
務
所

（
０
５
９
６
）
22
・
０
１
８
８

　

磯
部
・
大
王
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
随
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

磯
部　

55
・
４
０
１
１

大
王　

72
・
５
９
６
３

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

専
門
医
や
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と　

き　

８
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時
※
要
予
約

と
こ
ろ　

県
志
摩
庁
舎
（
衛
生
教
育
室
）　

問
い
合
わ
せ

　

伊
勢
保
健
所（

０
５
９
６
）
27
・
５
１
４
８

FAX

（
０
５
９
６
）
27
・
５
２
５
３

特
設
人
権
相
談

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、家
庭
内
（
夫
婦
、

親
子
な
ど
）
の
問
題
、
相
続
、
い
じ
め
や
体

罰
、
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
で
お
悩
み
の

人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

８
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時

と
こ
ろ

　

磯
部
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

問
い
合
わ
せ

　

津
地
方
法
務
局
伊
勢
支
局

（
０
５
９
６
）
28
・
６
１
５
８

FAX

（
０
５
９
６
）
28
・
６
１
５
９

　

人
権
啓
発
推
進
課　
　

44
・
０
２
２
７

FAX

44
・
５
２
６
１
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お知らせ

年
金
事
務
相
談

と　

き　

８
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

市
商
工
会
館　

持
ち
物　

①
年
金
手
帳
・
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
②
職
歴
書
③
以
前
に
年
金
加
入
期
間
を

調
べ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
の
回
答
④
年
金
受

給
者
の
人
は
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
額
改
定

通
知
書
な
ど
⑤
印
鑑

※
配
偶
者
が
い
る
場
合
、
①
～
④
は
配
偶
者

の
分
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
が
相
談
す
る
と
き
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

伊
勢
年
金
事
務
所

（
０
５
９
６
）
27
・
３
６
０
１

FAX

（
０
５
９
６
）
28
・
４
３
１
１

家
庭
児
童
相
談
室

家
庭
相
談
員
が
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
電

話
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

ご
希
望
に
よ
り
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
子

ど
も
相
談
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
（
要
予
約
）。

と　

き　

平
日　

９
時
～
12
時
、

　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

市
福
祉
事
務
所

問
い
合
わ
せ　

家
庭
児
童
相
談
室

・
FAX

44
・
４
８
６
６

母
子
相
談
・
女
性
相
談

自
分
自
身
の
こ
と
、
生
活
の
こ
と
、
家
族
・

子
ど
も
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
人
間
関
係
、

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

と　

き　

平
日　

９
時
～
12
時
、

　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

市
福
祉
事
務
所

問
い
合
わ
せ

　

ふ
く
し
総
合
支
援
室　

44
・
０
２
７
０

FAX

44
・
５
２
６
０

肢
体
不
自
由
児
巡
回
相
談

日
ご
ろ
、
専
門
的
な
療
育
相
談
を
受
け
る

機
会
に
恵
ま
れ
な
い
在
宅
の
肢
体
不
自
由
児

と
、
そ
の
家
族
に
対
し
、
病
状
に
応
じ
た
相

談
・
訓
練
指
導
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

９
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

志
摩
福
祉
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

対
象
者　

小
児
対
象

※
疾
患
に
よ
っ
て
は
成
人
の
対
応
も
可

定　

員　

20
人

内　

容
県
立
草
の
実
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
医
師
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
診
察
お

よ
び
訓
練
指
導
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

志
摩
福
祉
セ
ン
タ
ー　

43
・
６
０
６
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０
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２

全日本吹奏楽コンクールの常連校、白子高校吹奏
楽部が昨年に引き続き志摩にやってきます。演奏に
加えて歌やダンスなど多彩なステージをお楽しみく
ださい。
と　き　10月14日（月・祝）
　　　　開場　13時30分　開演　14時00分
ところ　阿児アリーナ　ベイホール
入場料　全席自由　500円（全500席）
◦未就学児のご同伴、ご入場はご遠慮ください。
◦チケットの販売は、ひとり２枚までとさせていた
だきます。
販売開始日　9月7日（土）9時から
販売場所　阿児アリーナ・浜島生涯学習センター・大王公民館・志摩文化会館・磯部生涯学習センター
（休館日除く）
託児サービス
◦先着10人（６か月から小学校低学年まで）
◦９月30日（月）までに阿児アリーナへお申し込みください。
問い合わせ　阿児アリーナ　  ４３・７０００　FAX  ４３・７００３
　　　　　　E-mail a-arena@city.shima.lg.jp

県立白子高等学校吹奏楽部コンサート
阿児アリーナ演奏会vol.6

１９時まで市民課窓口延長日 ８月の月曜日
５日、12日、19日、26日市民課　  44・0210　FAX 44・5260
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トピックス　TOPICS

事故数／117件（7）　うち人身事故13件（1）、物件104件（6）　死者数／0人（0）　傷者数／16人（1）

件数／3件（2）　　　　　　出動件数／285件（30）　　広域管内（南勢分署含）

交　通

救　急火　災 （　）内の数字は
前年との比較です。

伊雑宮御田植祭
磯部町の伊雑宮の御料田で、国の重要無形民俗文化財
に指定されている御田植祭が行われました。訪れた大勢
の人たちは、38人の半裸の男たちが、約20メートルの
忌
いみだけ

竹を奪い合う「竹取神事」と、早乙女らがおはやしに
合わせて１本１本早苗を植えていく「御田植神事」の静
と動の儀式を見守りました。

6/24

磯部太鼓・恵利原早餅つき
伊雑宮周辺地区構想市民協議会は、国の補助事業を活用して、地元伝統芸能
の「磯部太鼓」と「恵利原早餅つき」を御田植祭横の広場において開催しました。
下之郷地区の子どもたちが打つ力強い大ばちと美しい小ばちが絶妙なリズ
ムで会場内に響き渡りました。磯部太鼓のあと、２人が１つのきねで交互に
餅をつく早餅つきに来訪者の目は釘付けになりました。つきたての餅が振る
舞われ、来訪者の皆さんは大喜びでした。

6/24

磯部生涯学習センターで、お口の健康まつりが開催され
ました。会場では、無料のフッ素塗布、矯正相談や血管年
齢測定など各種コーナーが設けられ、小中学生や保護者な
ど約180人が参加し、むし歯予防の大切さや健康増進につ
いて再認識していました。また、同時に｢よい歯のコンクー
ル｣ も行われ、入賞者の選定と表彰式も行われました。

6/16

人権教室
伊勢人権擁護委員協議会による「人権教室」が、浜島
幼保園で開催されました。子どもたちは、人権擁護委員
のみなさんと一緒に歌を歌ったり、人権紙芝居「白い魚
とサメの子」を見たりして楽しく過ごしました。最後は、
園庭に「人

じん

Ｋ
けん

ＥＮまもるくん」と「人
じん

Ｋ
けん

ＥＮあゆみちゃ
ん」が登場し、みんなで記念撮影をしました。

6/19

大王埼灯台・安乗埼灯台が
国の有形文化財に登録されました
阿児町安乗の安乗埼灯台と、大王町波切の大王埼灯台
と大王埼灯台の門柱、塀が国の有形文化財に登録された
ことを受け、記念式典が開かれました。式典では、市や
灯台を管理する海上保安庁、観光協会などの関係者が出
席し、それぞれの灯台の前に設置した「登録有形文化財」
のプレートの除幕が行われました。

美術セミナー「風景画を楽しむ」
美術ギャラリーで、県立美術館の学芸員による美術セ
ミナーが開催されました。古今東西の風景画を例に、絵
を描いた当時の作者が何を思い、考えていたかを絵の構
成や筆のタッチなどから読み解く、興味深い内容に参加
者は感心しながら、熱心に聞き入っていました。

6/236/25

お口の健康まつり

最優秀賞（親と子の部門）を受賞した
山本　ひなた さん（子）、恵子さん（母）

よい歯のコンクール結果
◦最優秀賞（親と子の部門）
　山本　ひなた さん（子）、恵

けいこ

子さん（母）
◦最優秀賞（児童の部門）
　濱口　修

しゅうた

太 さん（和具小学校）
◦最優秀賞（生徒の部門）
　松井　海

かいと

斗 さん（東海中学校）
◦最優秀賞（図画・ポスターコンクール）
　田添　暖

はると

大 さん（立神小学校）

大王埼灯台 安乗埼灯台
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TOPICS　トピックス

人　口
平成25年6月30日現在

全　域　総数55,317人（－67）　男25,887人（－39）　女29,430人（－28）　世帯数22,991世帯（－19）

地区別　浜島町4,907人（－5）　大王町7,162人（－18）　志摩町12,103人（－16）　阿児町22,805人（－23）　磯部町8,340人（－5）

（　）内の数字は
前月との比較です。7月のデータ

アワビ種苗放流事業
平成25年度に「里海関連事業」として新たに予算化された
アワビ種苗放流が始りました。これはさらなるアワビ資源
の増大を図るため、漁業者が例年おこなうアワビ種苗放流
事業へ市が購入した種苗72,500個を配布するものです。放
流した種苗が漁獲できるまでに約３年を要します。「稼げる
里海」で多くのアワビが大きく育つことでしょう。

潮かけ祭り
志摩町和具で、海の安全と豊漁を祈願する潮かけ祭り
が行われました。祭りは、海の女神・市

いちきしまひめのみこと

杵島姫命が大島
のほこらに里帰りするのを祝う伝統行事で、海女や漁師
がほこらに海産物を供えて1年間の海の安全と豊漁を祈
願したあと、船同士でホースやバケツで清めの海水をか
け合いながら港へと戻りました。

第63回社会を明るくする運動
法務大臣メッセージ伝達式
７月の社会を明るくする運動の強調月間に合わせ、法務大臣メッ
セージの伝達式が行われました。伝達式では、志摩保護区保護司会の
井上剛

たけひろ

弘会長と市更生保護女性会の平賀美恵子会長から、大口市長へ
「犯罪や非行の防止と、犯罪をした人や非行のある少年の更生につい
て理解を深め、安全・安心な地域社会を築こうとする本運動について、
ご支援とご協力をお願いします。」とメッセージが手渡されました。

6/27

海と山の幸で交流
志摩文化会館で、志摩のおかみや主婦たちで作る「志
摩いそぶえ会」と岐阜県郡上市明宝のおかみたちで作る
「明宝ビスターリマーム」の交流会が行われました。交
流会では、天然ダイや海藻のアカモク、明宝ハムやタケ
ノコなど、それぞれが海の幸と山の幸や特産品を持ち寄
り、海と山のコラボ料理を作るなど交流を図りました。

6/28

あのりふぐ稚魚放流
阿児町安乗の浦の浜で、安乗保育所の園児らによる「あ
のりふぐ」の稚魚の放流が行われました。園児たちは、
フグのイラストが入った法被をまとい、「ふぐ音頭」を
披露したあと、バケツに入った稚魚を次々と海へ放流し
ました。放流後は、波に流されていくフグへ「大きくなっ
たらまた来てね」と呼びかけました。

6/297/8

感謝状贈呈
長年にわたり、「磯部の御神田」を継承するために、
御神田師匠として御田植祭の役人たちに対して、所作や
笛、唄などを教え、伝統文化の保存および伝承に多大な
尽力をされた谷口 哲さんの功績をたたえ、感謝状を贈
呈しました。

7/4
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広
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し
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テ
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人
に
音
訳
（
朗
読
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テ
ー
プ
・
C
D
に
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お
届
け
し
て
い
ま
す
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SHIMA

　志摩の国チャンネルでは、行政情報のほかに、市内で活動する元気
な皆さんを紹介しています。
　６月の第１回放送では、磯部楽打天晴倶楽部さん、７月は子育て支援
のイベントなどを開催しているぷらっと家（ほーむ）さんを紹介しました。
　志摩の国チャンネルでは、番組へ出演する市民の皆さんを募集して
います。活動の紹介、会員の募集など、あなたも番組に出演してみま
せんか？
ケーブルテレビ　デジタル123ch、アナログ６ch
放送時間（６時～翌４時）

毎時

00 志摩の国チャンネル
20 商工会インフォメーション
25 かわら版
30 志摩の国チャンネル（再）
50 商工会インフォメーション
55 かわら版

※時間、内容などは予告なく変更となる
場合があります。

○番組内容
志摩の国チャンネル
　行政情報や防災情報など暮らしに
役立つ情報のほか、市内で活動する
市民団体などを紹介します。
商工会インフォメーション
　商工会からのお知らせと市内のお店を紹介します。お店紹介で
は、視聴者特典も！
かわら版
　行政情報やイベント情報などを文字とナレーションでお知らせ
します。

人 

事

交 

流

　

６
月
28
日
、
志
摩
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
、「
志
摩
い
そ
ぶ
え
会
」
と
郡
上
市
明
宝

の
「
明
宝
ビ
ス
タ
ー
リ
マ
ー
ム
」
の
交
流
会
に
同
行
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
会
も
、
旅
館

や
民
宿
の
女
将
さ
ん
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
郷
土
料
理
の
伝
承
や
普
及
の
た
め
活
動
さ
れ

て
い
る
団
体
で
す
。
交
流
会
は
、
お
互
い
の
土
地
な
ら
で
は
の
食
材
を
持
ち
寄
り
、
海
の

幸
と
山
の
幸
を
合
わ
せ
た
新
し
い
料
理
で
の
交
流
を
メ
イ
ン
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
そ
の
場
で
食
材
を
見
て
直
感
で
新
し
い
料
理
を
創
作
し
ま
し
た
が
、
お
互
い

に
案
を
出
し
な
が
ら
手
際
よ
く
料
理
が
出
来
上
が
っ
て
い
き
、
２
時
間
ほ
ど
で
郡
上
の
山

菜
を
使
っ
た
手
こ
ね
ず
し
や
朴ほ
お
ば葉
ず
し
な
ど
、
約
20
品
の
料
理
が
見
事
に
完
成
し
ま
し
た
。

感
想
を
話
し
合
い
な
が
ら
試
食
を
し
た
後
、
懇
談
会
で
は
、
会
の
活
動
内
容
の
紹
介
や
、

今
後
も
交
流
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
志
摩
市
と
郡
上
市
の
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
く
、
絆
が

強
く
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
食
文
化
に
密
着
し
た「
郷

土
料
理
」
を
知
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
の
お
互
い
へ
の
理
解
が
深

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

郡
上
市
役
所　

中
嶋　

紫
織

問い合わせ　市長公室　 ４４・０２００　FAX４４・５２５２
　　　　　　E-mail shichokoshitsu@city.shima.lg.jp
　　　　　　 HP http://www.city.shima.mie.jp/kurashi/sumai/shimanokuni-channel/


